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目的 乳房外 Paget 病の臨床像、組織像、治療法、予後因子を明らかにす

る。 
データソース Medline 
研究の選択 記載なし 
データ抽出 Medline で、Vulval Paget’s、extramammary Paget’s、EMPD、vulva 

AND Paget’s and vulva AND EMPD で検索。 

主な結果 

発生部位 
会陰部、肛門周囲、陰茎、陰嚢など 

治療法 
 外科療法：最も標準的治療。大きな切除範囲でも再発率は高い

（34%）。浸潤癌では非浸潤癌より再発率が高かった（67% vs. 35%）。

Radical vulvectomy、radical hemivulvectomy、wide local excision
での再発率は、15%、20%、43%であった。切除断端陽性例の再発ま

での期間は平均で 1.4 年、断端陰性例では 4.4 年。 
 放射線療法：切除術とのランダム化比較試験はなかった。手術不能

例、内科的理由による手術不能例、手術後の再発例では放射線療法が

考慮された。手術単独では再発の危険性が高いと判断される場合には

術後放射線療法が考慮された。 
 全身化学療法：手術、放射線療法の適応とならない症例に行われた。

予後因子 
 浸潤癌、脈管侵襲、リンパ節転移、secondary EMPD 

結論 

手術療法が標準的治療であるが再発率は約 40%。放射線療法や抗癌

剤クリーム、全身化学療法などが試みられている。 

ﾚﾋﾞｭｰ研究の6項目 
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レビューワーコメント 
レビューワーコメント 

よくまとまったレビューである。 
レベル I 
厳密にはシステマティック・レビューではないが、詳細に検討してお

り、それに準ずるものと評価した。 




